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◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
な
ぜ
い
ま
安
全
保
障
な
の
か
？
」
報
告
①

経
済
安
全
保
障
推
進
法
の
概
要
、
背
景
と
そ
の
問
題
点

　

１
０
月
２
７
日
飯
田
橋
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
「
な
ぜ
い
ま
安
全
保

障
な
の
か
？
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
発
表
し
た 

「
経
済
安
全
保
障
と

は
？
」
に
つ
い
て
以
下
に
報
告
し
ま
す
。

１　

経
済
安
全
保
障
推
進
法
の
概
要　

　

２
０
２
２
年
５
月
１
１
日
、国
会
に
て
自
民
、公
明
、立
憲
党
、日
本
維
新
の
会
、

国
民
民
主
党
の
賛
成
多
数
で
経
済
安
全
保
障
推
進
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法

案
は
、「
国
家
及
び
国
民
の
安
全
を
害
す
る
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
経
済
施
策

を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
を
推
進
」
す
る
法
律
で
す
。

そ
し
て
、
安
全
保
障
の
確
保
に
関
す
る
以
下
の
１
つ
の
基
本
方
針
と
４
つ
の
「
総

合
的
か
つ
効
果
的
経
済
施
策
」
を
明
記
し
て
い
ま
す
。（
次
頁
表
は
内
閣
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
）

　

し
か
し
、
具
体
的
内
容
は
こ
の
法
律
に
は
記
載
が
な
く
、
法
案
成
立
後
に
１

つ
の
基
本
方
針
、
４
つ
の
基
本
的
事
項
、
１
３
８
件
の
政
省
令
で
決
め
る
と
い

う
白
紙
委
任
の
も
の
で
、
行
政
に
丸
投
げ
し
て
行
政
府
の
思
惑
で
裁
量
さ
れ
る

国
会
軽
視
、
議
会
制
民
主
主
義
の
軽
視
が
著
し
い
法
と
言
え
ま
す
。（
自
民
党
憲

法
改
正
案
の
１
つ
で
あ
る
緊
急
事
態
条
項
の
先
取
り
の
よ
う
だ
）

２　

法
制
定
の
背
景
は
何
か

　

こ
の
法
律
が
作
ら
れ
た
背
景
は
大
き
く
２
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１
つ
は
「
中

国
に
対
す
る
脅
威
」、
も
う
一
つ
は
「
安
倍
政
権
の
対
米
対
応
」
で
す
。

⑴ 

「
中
国
に
対
す
る
脅
威
」
は
、
米
国
に
次
ぐ
世
界
第
２
位
の
経
済
大
国
、
軍
事

大
国
と
し
て
中
国
が
近
年
、
急
速
に
力
を
増
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、

２
０
２
０
年
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
シ
ェ
ア
１
７
％
（
米
国
は
２
５
％
）、
軍
事

費
支
出
２
５
０
０
億
ド
ル
（
米
国
７
８
０
０
億
ド
ル
）
で
す
。
さ
ら
に
一
帯
一

路
構
想
（
２
０
１
３
年
習
近
平
国
家
主
席
が
提
唱
し
た
中
国
主
導
の
経
済
圏
構

想
）
で
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
「
中
華
経
済
圏
」
を
つ
く
る
構
想
。
発
展
途
上

国
を
中
心
に
鉄
道
や
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く
考
え
で
欧
米

経
済
圏
に
対
抗
す
る
形
で
現
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
３
５
年
遠
景
目
標
（
先

端
技
術
の
急
速
な
進
展
）
に
お
い
て
２
０
２
１
年
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
駆
動
型
発

展
を
堅
持
し
、
製
造
強
国
に
な
る
と
い
う
目
標
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
及
び
日
本
を
含
む
親
米
諸
国
に
よ
る
中
国
包
囲
網

（
ウ
イ
グ
ル
族
人
権
問
題
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
か
ら
の
政
府
調
達
禁
止
）
や
中
国
に

対
す
る
安
全
保
障
協
力
体
制
（
合
同
軍
事
演
習
等
）
を
強
化
し
、
緊
張
関
係
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

⑵ 

「
安
倍
政
権
の
対
米
対
応
」
で
は
、
安
倍
政
権
下
、
２
０
１
５
年
集
団
的
自
衛
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権
の
行
使
を
可
能
に
す
る
安
全
保
障
関
連
法
の
整
備
は
，
自
衛

隊
に
手
助
け
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
ア
メ
リ
カ
の
要
請
と
国
際

社
会
で
よ
り
能
動
的
な
役
割
を
発
揮
し
た
い
と
い
う
大
国
主
義

を
背
景
と
し
た
安
倍
政
権
の
意
図
と
が
合
致
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
れ
は
米
元
国
防
副
長
官
ら
の
「
知
日
派
」
研
究
グ
ル
ー
プ

に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
日
本
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
に
つ
い

て
の
報
告
書
「
第
３
次
ア
ー
ミ
ー
テ
ー
ジ
・
ナ
イ
レ
ポ
ー
ト
」

（
２
０
１
２
年
８
月
）」
の
「
日
本
へ
の
提
言
」（
原
発
再
稼
働
、

平
時
・
緊
張
・
危
機
・
戦
時
の
米
軍
と
自
衛
隊
の
全
面
協
力
な

ど
９
項
目
）
に
追
随
す
る
形
で
日
本
で
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る

事
で
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。（
次
頁
の
表
参
照
）

３　

経
済
安
全
保
障
推
進
法
の
目
論
み

⑴
科
学
・
技
術
者
の
軍
事
総
動
員

・
防
衛
省
の
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
は
２
０
１
７
年
日

本
学
術
会
議
が
現
組
織
維
持
の
声
明
を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、

当
初
考
え
て
た
ほ
ど
に
は
大
学
の
応
募
が
少
な
く
、
こ
れ
に
代

わ
る
方
法
と
し
て
今
回
、
宇
宙
・
海
洋
・
量
子
・
Ａ
Ｉ
・
バ
イ

オ
テ
ク
等
２
０
分
野
の
先
端
的
な
重
要
技
術
開
発
に
潤
沢
な
資

金
支
援
（
５
０
０
０
億
円
）
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
協
議
会

を
設
置
す
る
仕
組
み
を
作
り
、
政
府
が
研
究
内
容
に
積
極
的
に

関
与
、
社
会
実
装
（
応
用
）
に
向
け
た
制
度
面
ま
で
官
民
伴
走

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
分
野
は
軍
事
面
で
も
重
要
な

分
野
で
あ
り
、
経
済
施
策
を
装
っ
て
科
学
者
・
技
術
者
を
罰
則

の
伴
っ
た
守
秘
義
務
で
囲
い
込
み
、
公
開
の
自
由
が
な
く
、
非
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特
許
化
を
強
い
ら
れ
、

軍
事
力
増
強
に
動
員

さ
せ
ら
れ
る
法
律
で

す
。

⑵
企
業
活
動
の
国
家

管
理
・
統
制
強
化

 

・「
経
済
安
保
」
と

い
う
名
の
も
と
で
関

係
事
業
者
か
ら
設
備

導
入
、
維
持
管
理
な

ど
の
委
託
に
関
す
る

計
画
書
を
事
前
に
提

供
さ
せ
る
法
律
で
す
。

企
業
の
秘
密
や
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
が
国
家
に

よ
っ
て
把
握
さ
れ
、

企
業
活
動
の
非
効
率

化
、
経
営
の
非
合
理

性
を
生
じ
、
競
争
力

を
弱
め
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
国
家
に
よ

る
管
理
・
統
制
が
強

ま
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。（
岩
波
書
店『
世

界
』
３
月
号
「
町
工
場vs

公
安
警
察
」
ル
ポ
大
川
原
化
工
機
事
件
参
照
、
１
１

／
１
６
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
で
も
放
映
）　

⑶
グ
ロ
ー
バ
ル
下
で
の
新
冷
戦
陣
営
の
構
築

･ 

米
中
・
日
中
国
交
、
冷
戦
終
結
、
中
国
Ｗ
Ｔ
Ｏ
参
加
等
に
よ
り
自
由
貿
易
の
下
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
経
済
成
長
を
図
っ
て
き
た
が
、
中
国
の
国
力

増
強
に
よ
り
米
国
は
既
得
権
確
保
の
た
め
に
中
国
の
囲
い
込
み
を
始
め
た
。
こ

れ
は
経
済
面
で
圧
力
を
増
す
戦
略
で
あ
り
、
世
界
の
経
済
成
長
の
足
を
引
っ
張

る
こ
と
は
明
白
で
す
。
両
陣
営
に
組
せ
ず
、
人
権
擁
護
、
互
恵
貿
易
、
平
和
維

持
の
も
と
、
非
覇
権
主
義
と
し
て
新
冷
戦
陣
営
に
組
せ
ず
、
第
３
の
道
の
先
頭

に
む
し
ろ
日
本
は
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑷
継
続
し
て
戦
争
が
で
き
る
国
造
り

･ 

常
に
敵
を
想
定
（
北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
。
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
に
追
随
し
た

「
敵
」
の
設
定
）
し
、
特
定
国
か
ら
の
輸
出
入
を
規
制
す
る
こ
と
で
、
従
来
か
ら

の
自
由
貿
易
主
義
、
国
際
協
調
主
義
、
国
際
的
商
習
慣
が
破
壊
さ
れ
、
経
済
不

安
に
陥
り
、
国
際
緊
張
を
高
め
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

･ 

最
前
線
の
軍
事
力
強
化
だ
け
で
な
く
、
今
回
、
戦
争
継
続
で
き
る
よ
う
資
源

の
備
蓄
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
役
務
の
安
定
的
な
提
供
の
確
保
、

国
民
総
動
員
（
軍
学
一
体
）
を
制
度
的
に
一
歩
推
し
進
め
た
も
の
で
す
。
既
に

一
部
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
予
想
さ
れ
る
の
は
挙
国
一
致
体
制
（
少
数
者
、

異
端
者
の
排
除
、
言
論
統
制
、
監
視
統
制
の
強
化
、
思
想
教
育
の
徹
底
）
の
も

と
緊
急
時
だ
け
で
な
く
継
続
し
て
戦
争
の
で
き
る
国
造
り
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

４　

結
論
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⑴
欧
米
の
相
対
的
力
の
低
下
、
中
国
の
影
響
力
増
大
に
よ
る
米
中
覇
権
主
義
の

新
冷
戦
下
の
国
際
環
境
の
中
で
、
自
民
党
政
権
は
一
層
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
に

入
る
こ
と
を
承
知
で
、
日
本
国
家
の
覇
権
を
ア
ジ
ア
、
世
界
地
域
に
広
げ
、
大

東
亜
共
栄
、JA

PA
N

 is N
o1

の
よ
う
な
日
本
国
家
の
存
在
価
値
を
持
と
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

富
国
強
兵
の
た
め
経
済
安
保
に
お
い
て
も
今
以
上
に
必
須
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。　

⑵
富
国
強
兵
政
策
か
ら
の
脱
皮

　

貧
富
の
拡
大
、
地
球
環
境
悪
化
の
中
、
国
が
富
む
こ
と
に
よ
っ
て
民
が
富
む

の
で
は
な
く
、
民
が
格
差
の
な
い
自
由
で
生
き
が
い
あ
る
生
活
を
持
続
で
き
る

社
会
を
望
み
た
い
。　

⑶
人
権
、
地
域
分
権
を
尊
重
し
、
対
外
的
に
は
互
恵
貿
易
、
国
際
協
調
、
国
連

強
化
に
よ
る
世
界
平
和

　

日
本
の
進
む
べ
き
道
は
む
し
ろ
、
排
除
せ
ず
、
平
和
、
人
権
尊
重
の
現
憲
法

下
で
の
互
恵
貿
易
、
国
際
協
調
、
国
連
強
化
に
よ
る
世
界
平
和
の
実
現
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

(

神
野
芳
紀)
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安
全
保
障
と
は
？

　

安
全
保
障
は
、
国
を
守
る
た
め
の
政
策
で
あ
り
、
戦
争
に
深
く
か
か
わ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
軍
事
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
の
３
つ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
軍
事
で
は
、
戦
後
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
下
に
ず
っ
と
米
国
に

依
存
し
て
き
ま
し
た
。
米
国
の
核
の
傘
に
依
存
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
は
、
国
を
守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
石
油
・
石
炭
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・

ウ
ラ
ン
と
い
っ
た
資
源
を
海
外
依
存
に
依
存
し
て
き
ま
し
た
。
食
料
安
全
保
障

も
、
国
を
守
る
た
め
に
、
い
か
に
食
料
を
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

ま
と
も
に
生
産
す
れ
ば
自
立
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
海
外
に
、
と
く
に
米
国

中
心
に
北
南
米
大
陸
に
依
存
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障
と
い
う
も
の
が
登
場
し
て
き
ま
し
た
。
国

を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
経
済
を
維
持
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

新
自
由
主
義
の
下
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
進
み
、
徹
底
的
に
海
外
に
依
存
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
中
で
の
提
起
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
安
全
保
障
は
こ
と
ご
と
く
海
外
、
と
く
に
米
国
に
依
存

す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
安
全
保
障

と
は
国
を
守
る
も
の
で
す
が
、
国
民
を
守
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
第
二
次
大
戦
時
の
沖
縄
戦
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。
２
０
０
４
年
６

月
に
有
事
１
０
案
件
が
成
立
し
ま
し
た
。
国
民
保
護
法
な
ど
７
法
案
、
３
条
約

案
件
で
す
が
、
そ
の
中
の
国
民
保
護
法
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
が
、

戦
時
に
は
自
治
体
の
判
断
が
奪
わ
れ
、
市
民
の
権
利
が
奪
わ
れ
、
自
衛
隊
の
行

為
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
例
え
ば
、
道
路
は
住
民
の
避
難
よ
り

も
自
衛
隊
の
行
動
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
結
局
、
住
民
は
避
難
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
、
食
料
で
も
、
経
済
で
も
言
え
る
こ

と
で
す
。
戦
時
に
な
れ
ば
、
市
民
は
ひ
も
じ
さ
に
絶
え
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
ま

す
。
安
全
保
障
と
は
、
そ
う
い
う
も
の
で
す
。

新
保
守
主
義
の
台
頭

　

な
ぜ
、
い
ま
経
済
安
全
保
障
な
の
か
と
い
う
と
、
米
国
の
対
中
国
戦
略
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
新
自
由
主
義
経
済
の
下
に
複
雑
に
拡
大
し
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
行
き
詰
ま
り
を
示
し
た
か
ら
で
す
。
例
え
ば
抗
生
物
質

で
す
が
、
そ
の
原
料
の
多
く
を
中
国
に
依
存
し
て
き
た
た
め
、
そ
の
原
料
が
来

な
く
な
り
、
病
院
の
現
場
で
手
術
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
肥
料

の
原
料
も
中
国
や
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
依
存
し
て
き
た
た
め
、
底
を
つ
き
、

農
業
に
大
き
な
影
響
が
出
て
食
品
価
格
高
騰
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
な
ぜ
い
ま
安
全
保
障
な
の
か
？
」
報
告
②

安
全
保
障
に
お
け
る
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
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米
国
は
今
、
対
中
国
の
戦
略
を
進
め
、
軍
事
面
で
は
台
湾
海
峡
有
事
を
想
定

し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
経
済
的
に
も
中
国
と
の
関
係
を
断

ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
政
府
も
そ
れ
に
従
い
、
米
国
と
一
体
化
し
て
、
中
国

と
の
関
係
を
断
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
が
ん
じ
が
ら
め
の
日

中
の
経
済
関
係
に
あ
る
今
、
大
き
な
困
難
が
伴
う
こ
と
は
確
か
で
す
。
こ
の
流

れ
は
、
新
自
由
主
義
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
押
し
進
め
て
き
た
経
済
界
か

ら
し
て
み
る
と
、
大
き
な
路
線
転
換
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
国
づ
く
り

の
基
本
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
か
ら
、
旧
共
産
圏
を
排
除
し
た
、
欧
米
、
豪
州

な
ど
を
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
た
経
済
圏
で
の
取
り
組
み
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
図
っ
て
い
く
か
と
い
う
と
、
国
づ
く
り
の
基

本
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
依
存
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
立
国
化
で

す
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
か
ら
の
路
線
変
更
、
技
術
立
国
化
は
、
第
二
次
安

倍
政
権
以
来
の
方
針
で
あ
り
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
基
盤
が
新
保
守
主
義
で

す
。

　

繰
り
返
す
と
、
新
自
由
主
義
か
ら
の
路
線
変
更
と
で
は
、
敵
（
中
露
な
ど
）

と
仲
間
（
欧
米
な
ど
）
を
設
定
し
た
う
え
で
、
安
全
保
障
は
圧
倒
的
に
米
国
に

依
存
し
、
仲
間
内
部
で
の
自
由
貿
易
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

食
料
安
全
保
障
の
考
え
方

　

で
は
、
食
料
安
全
保
障
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
戦
時
で
の
食
料
供

給
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
食
料
に
関
し
て
は
、
自
給
率

３
８
％
の
現
実
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
も
米
国
中
心
に

中
国
・
ロ
シ
ア
な
ど
の
旧
共
産
圏
を
外
し
た
中
で
の
調
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
外
国
に
依
存
す
れ
ば
、
い
つ
供
給
が
絶
た
れ
る
か
分
か
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
時
に
は
、
軍
へ
の
供
給
が
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
圧
倒
的
に
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
食
料
安
全
保
障

は
風
前
の
灯
と
い
え
ま
す
。
ま
し
て
や
市
民
は
飢
餓
状
態
を
強
い
ら
れ
、
多
数

の
餓
死
者
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
は
平
時
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
現
在
直
面
し
て
い
る
大
き
な
問
題
は
、

徹
底
的
に
海
外
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
き
わ
め
て
複
雑
化
し
た
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
養
殖
さ

れ
た
魚
が
ベ
ト
ナ
ム
に
行
き
、
骨
が
取
ら
れ
、
中
国
に
行
き
加
工
さ
れ
、
日
本

で
お
弁
当
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
。
工
業
製
品
で
は
原
料
も
途
中
の
加
工
国
も

よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
起
き
て
い
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
と
、
突
然
、
部
品
が
来
な
く
な
っ
た

り
す
る
事
態
が
起
き
ま
す
。
食
料
も
同
様
で
す
。

　

食
料
は
、
戦
後
一
貫
し
て
輸
入
に
頼
る
こ
と
、
米
国
に
依
存
す
る
こ
と
が
前

提
で
政
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
輸
入
食
品
に
依
存
す
る
こ
と
か
ら

く
る
、
後
戻
り
で
き
な
い
規
制
緩
和
も
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
食
品
添
加
物

の
承
認
数
の
激
増
、
残
留
農
薬
の
基
準
緩
和
、
輸
入
食
品
に
立
脚
し
た
食
品
表

示
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
大
事
な
の
は
、
食
料
は
自
分
た
ち
で
作
り
消
費
す
る
仕
組
み
を
作
り
、
そ

れ
で
自
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
食
料
主
権
の
確
立
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
考
え
方

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
も
海
外
に
依
存
し
て
き
ま
し
た
。
石
油
・
石
炭
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・

ウ
ラ
ン
等
々
で
す
。
日
本
政
府
は
そ
の
中
心
を
原
子
力
に
置
い
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
徹
底
的
に
エ
ネ
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ル
ギ
ー
の
供
給
網
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
海
外
か
ら
の

資
源
が
途
絶
え
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や
手
の
打
ち
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
し
て
日
本
政
府
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
要
に
位
置
さ
せ
て
き
た
原
発

は
、
攻
撃
さ
れ
れ
ば
逆
に
自
国
民
に
襲
い
掛
か
る
恐
怖
の
施
設
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
１
９
７
０
年
代
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
際
に
、
石
油
か
ら

原
子
力
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
理
由
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
が
あ
り
ま
し
た
。
資
源
の
供
給
先
で
あ
る
中
東
と
い
う
政
権
が
不
安
定

な
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
資
源
国
の
政
権
が
安
定
し
て
い
る
ウ
ラ
ン
へ
の
転
換
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
危
険
な
選
択
だ
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
目
指
す
の
は
戦
争
を
前
提
に
し
た

安
全
保
障
の
強
化
で
は
な
く
、
軍
縮
・
護
憲
を
柱
に
し
た
平
和
へ
の
取
り
組
み

で
す
。
食
料
は
海
外
へ
の
依
存
を
前
提
に
し
た
食
料
安
全
保
障
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
で
食
べ
る
も
の
は
自
分
た
ち
で
作
る
食
料
主
権
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

可
能
な
限
り
自
立
で
き
る
よ
う
に
、
環
境
破
壊
型
で
は
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
軸
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
こ
と
で
す
。
自
然
循
環
型
で
小
さ
な
経

済
で
国
自
体
が
自
立
し
て
い
く
こ
と
で
す
。　
　
　
　
　
（
天
笠
啓
祐
、
会
員
）
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は
じ
め
に

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
問
題
研
究
会
で
は
、
今
年
は
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
（
ク
リ
ス
パ
ー
）
の

特
許
権
の
行
方
を
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
中
心
技
術
で
あ
る
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
特
許
権
を
話
題
と
し
、
先
端
科
学
技
術
と
特
許
に
つ
い
て
考
え

て
き
た
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
経
済
安
全
保
障
推
進
法
で
い
う
秘
密
特
許
に
つ

い
て
、
⑴
特
許
と
は
何
か
⑵
秘
密
特
許
と
は
何
か
⑶
経
済
安
保
法
の
「
特
許
の

非
公
開
制
度
」
の
概
要
⑷
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

１　

特
許
と
は
何
か

　

特
許
、
実
用
新
案
、
商
標
権
、
意
匠
権
‥
‥
な
ど
多
く
の
権
利
を
ま
と
め
て

知
的
所
有
権
、知
的
財
産
権（
知
財
）と
い
う
。
特
許
権
は
そ
の
中
の
一
つ
。「
発
明
」

と
呼
ば
れ
る
、
比
較
的
程
度
の
高
い
新
し
い
技
術
的
ア
イ
デ
ア
を
保
護
す
る
権
利

で
あ
る
。
特
許
に
は
、①
「
物
」
の
発
明
②
「
方
法
」
の
発
明
③
「
物
の
生
産
方
法
」

の
発
明
の
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
現
在
米
国
内
で
紛
争
が
続
い
て
い
る
ク
リ

ス
パ
ー
キ
ャ
ス
９
と
い
う
遺
伝
子
編
集
技
術
は
、「
方
法
」
の
発
明
と
言
え
る
で

だ
ろ
う
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
関
係
し
て
い
う
な
ら

ば
、シ
ュ
ー
ド
ウ
リ
ジ
ン
や
脂
質
ナ
ノ
粒
子
は
「
物
」
の
発
明
と
な
る
だ
ろ
う
し
、

ド
ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
（
薬
の
輸
送
手
段
）
と
し
て
の
「
方
法
」
の

発
明
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

特
許
制
度
は
各
国
の
政
府
が
個
別
に
管
理
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
権
利
を

主
張
す
る
な
ら
ば
、
特
許
の
出
願
は
各
国
個
別
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

特
許
制
度
と
は
、
発
明
を
し
た
者
に
一
定
期
間
の
独
占
的
な
権
利
を
与
え
る

（
出
願
か
ら
２
０
年
、
医
薬
品
等
に
つ
い
て
は
最
長
２
５
年
ま
で
延
長
で
き
る
場

合
が
あ
る
）。
そ
の
代
わ
り
に
一
定
期
間
（
出
願
日
か
ら
１
年
６
カ
月
）
の
の
ち

に
は
原
則
と
し
て
そ
の
す
べ
て
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
弁
理
士
会
Ｈ

ｐ
ほ
か
よ
り
）

　

な
ぜ
公
開
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
ま
ず
重
複
研
究
の
排
除
で
あ
る
。
も
し
同

業
他
社
、
研
究
機
関
が
同
じ
研
究
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
発
明
を
公
開
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
と
投
じ
た
資
金
や
労
力
が
無
駄
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
コ

ス
ト
を
お
さ
え
る
た
め
に
、
発
明
は
一
定
期
間
後
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
く
わ
え
て
発
明
を
な
る
べ
く
早
く
公
開
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
参
考

に
し
て
、
よ
り
よ
い
発
明
に
繋
が
る
。
つ
ま
り
科
学
技
術
の
健
全
な
発
展
の
た

め
で
も
あ
る
。

　

特
許
に
関
連
し
て
、
も
う
少
し
実
体
経
済
に
ち
か
い
こ
と
で
い
う
と
、
営
業
秘

密(
不
正
競
争
防
止
法) 

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る

「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
は
異
な
り
秘
密
管
理
性
、
有
用
性
、
非
公
知
性
の
三
要
件
を
全

て
備
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
。 

「
営
業
秘
密
」
に
該
当
す
る
か
否
か
の
最
終
的
な

判
断
は
、
訴
訟
に
な
っ
た
後
に
「
裁
判
所
」
が
行
な
う
も
の
だ
。
秘
密
管
理
性
、

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
な
ぜ
い
ま
安
全
保
障
な
の
か
？
」
報
告
③

秘
密
特
許
が
も
た
ら
す
も
の
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有
用
性
、
非
公
知
性
の
三
要
件
を
備
え
て
い
る
な
ら
ば
、
１
年
６
カ
月
と
い
う

制
限
は
な
く
、
永
久
的
な
権
利
で
あ
る
。
特
許
に
は
、
出
願
公
開
制
度
が
あ
る
が
、

特
許
出
願
を
せ
ず
に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
秘
匿
し
た
ほ
う
が
適
切
な
場
合
も
あ

る
。ま
た
、中
小
企
業
等
は
コ
ス
ト
面
か
ら
特
許
出
願
で
き
る
件
数
が
限
ら
れ
る
。 

　

特
許
と
し
て
権
利
を
得
る
か
、
出
願
せ
ず
に
秘
密
と
す
る
か
は
ど
の
よ
う
に

選
択
す
れ
ば
よ
い
か
。
⑴
模
倣
が
簡
単
か
ど
う
か
ー
ー
模
倣
が
容
易
な
技
術
は
、

特
許
出
願
を
行
な
い
、
特
許
権
を
取
得
し
た
ほ
う
が
、
模
倣
を
抑
止
で
き
る
。
⑵

技
術
の
解
析
が
容
易
か
ど
う
か
ー
ー
他
社
製
品
を
分
解
し
た
り
、
製
品
の
動
作

を
観
察
し
た
り
し
て
、
自
社
製
品
に
応
用
す
る
こ
と
は
よ
く
行
な
わ
れ
る
が
容
易

に
解
る
技
術
は
他
者
に
利
用
さ
れ
や
す
い
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
は
、
特
許
権

を
取
得
し
て
、
他
社
に
よ
る
技
術
の
利
用
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
技
術
を
完
全
に
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
秘
密
保
持
で
き
る
の
な
ら

ば
、
特
許
出
願
の
必
要
は
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
者
に
よ
っ
て
技
術
の
解

析
が
容
易
か
ど
う
か
、
秘
密
保
持
が
可
能
か
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
権
利
化
す

る
か
、
秘
匿
す
る
か
を
選
択
し
ま
す
。
⑶
特
許
権
の
期
間
が
長
い
か
ど
う
か
ー
ー

特
許
権
の
存
続
期
間
は
出
願
日
か
ら
２
０
年
で
あ
る
。
秘
密
保
持
さ
え
で
き
れ

ば
そ
の
技
術
を
他
者
が
模
倣
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と

し
て
秘
匿
し
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
。
⑷
他
者
が
出
願
し
て
し
ま
う
か
ど
う
か
ー
ー　

同
様
の
技
術
を
競
合
他
者
が
先
に
特
許
出
願
し
、
特
許
権
を
取
得
す
る
と
、
そ

の
技
術
の
使
用
差
止
め
を
受
け
る
。
競
合
す
る
他
者
が
特
許
出
願
す
る
可
能
性

の
あ
る
技
術
は
、
特
許
出
願
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
⑴
〜
⑷
の
よ
う
な
視
点
か

ら
各
主
体
は
特
許
制
度
の
も
と
で
、
合
理
的
な
判
断
を
し
て
い
る
。 

２　

秘
密
特
許
と
は
何
か

　

さ
て
、
秘
密
特
許
制
度
と
は
、
国
家
の
安
全
や
優
位
性
に
関
わ
る
よ
う
な
発

明
に
つ
い
て
は
、
海
外
へ
の
技
術
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
、
該
当
す
る
発
明

に
つ
い
て
は
通
常
の
特
許
と
は
異
な
り
、
公
開
を
し
な
い
と
す
る
制
度
の
こ
と

で
あ
る
。

　
「
機
微
な
発
明
の
特
許
出
願
に
つ
い
て
、
出
願
を
非
公
開
と
し
、
特
許
出
願
人

等
に
よ
る
当
該
発
明
の
取
扱
い
に
対
し
て
流
出
防
止
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
、

当
該
発
明
が
外
部
か
ら
の
脅
威
に
利
用
さ
れ
る
の
を
未
然
に
防
ぐ
制
度
」（
引
用
：

経
済
安
全
保
障
法
制
に
関
す
る
有
識
者
会
議 

特
許
非
公
開
に
関
す
る
検
討
会
合 

第
一
回
資
料 

令
和
３
年
１
２
月
６
日
）
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
機
微
な
発
明
」
と
は
、
国
家
の
安
全
に
関
す
る
発
明
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
ら
が
公
開
さ
れ
、外
国
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

国
家
の
安
全
に
関
わ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
よ
う
な
技
術
的
な
発
明
で
あ
る
。

　

普
通
は
、
特
許
と
し
て
権
利
を
取
得
す
る
か
、
企
業
秘
密
と
し
て
扱
う
か
を

事
業
者
は
先
述
し
た
よ
う
な
視
点
か
ら
、
合
理
的
に
検
討
す
る
の
だ
が
、
秘
密

特
許
制
度
と
は
、
そ
の
よ
う
な
合
理
性
を
超
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３　

経
済
安
保
法
の
概
要

　

経
済
安
全
保
障
法
の
は
、

⑴
特
定
重
要
物
資
の
安
定
的
な
供
給
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
の
強
化
（
特
定

重
要
物
資
の
指
定
）

⑵
外
部
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
た
基
幹
イ
ン
フ
ラ
役
務
の
重
要
設
備
の
導
入
・
維

持
管
理
等
の
委
託
の
事
前
審
査

⑶
先
端
的
な
重
要
技
術
の
研
究
開
発
の
官
民
協
力

⑷
特
許
出
願
の
非
公
開

　

の
４
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
３
ペ
ー
ジ
の
表
中
⒉
⒊
⒋
⒌
に
相
当
す
る
）。

　

こ
の
う
ち
⑷
特
許
出
願
の
非
公
開
の
大
き
な
流
れ
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
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①
技
術
分
野
等
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
第
一
次
審
査
）→
②
保
全
審
査（
第

二
次
審
査
）
→
③
保
全
指
定
→
④
外
国
出
願
の
禁
止
→
⑤
補
償

①
技
術
分
野
等
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ (

第
一
次
審
査) 

　

特
許
庁
は
、
特
定
の
技
術
分
野
に
属
す
る
発
明
の
特
許
出
願
を
内
閣
府
に
送

付 ②
保
全
審
査(
第
二
次
審
査) 

　

国
家
及
び
国
民
の
安
全
を
損
な
う
事
態
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
程
度
、
発
明
を

非
公
開
と
し
た
場
合
に
産
業
の
発
達
に
及
ぼ
す
影
響
等
を
考
慮

③
保
全
指
定
・
指
定
の
効
果

　

出
願
の
取
下
げ
禁
止
、
実
施
の
許
可
制
、 

開
示
の
禁
止
、
情
報
の
適
正
管
理
等 

　

保
全
指
定
の
期
間
は
、
１
年
以
内
で
あ
り
、
以
後
１
年
ご
と
に
延
長
の
要
否

が
判
断
さ
れ
る
。

　

ア
．
出
願
の
取
下
げ
禁
止
（
第72

条
）

　

イ
．
発
明
の
実
施
の
許
可
制
（
第73

条
）

　

ウ
．
発
明
内
容
の
開
示
の
原
則
禁
止
（
第74

条
）

　

エ
．
発
明
情
報
の
適
正
管
理
義
務
（
第75

条
）

　

オ
．
他
の
事
業
者
と
の
発
明
の
共
有
の
承
認
制
（
第76

条
）

　

カ
．
外
国
へ
の
出
願
の
禁
止
（
第77

条
）

④
外
国
出
願
の
制
限

⑤
補
償

４　

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か

　

秘
密
特
許
制
度
の
導
入
を
支
持
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、
ま
ず
秘
密
特
許
制

度
を
持
つ
こ
と
は
国
際
標
準
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
強
い
。
Ｇ
２
０
諸
国
で

秘
密
特
許
制
度
が
な
い
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
日
本
だ
け
だ
で
あ
る
。

産
業
界
は
、
政
府
の
安
全
保
障
政
策
に
反
す
る
こ
と
を
主
張
し
な
い
が
、
企
業

活
動
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
開
発
者
の
利
益
を
毀
損
し
な
い

よ
う
保
障
を
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。
日
弁
連
は
、
過
度
な
規
制
で
科
学

技
術
の
発
展
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

　

対
象
と
な
る
技
術
は
お
そ
ら
く
原
子
力
技
術
や
航
空
技
術
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

等
の
軍
事
転
用
可
能
な
技
術
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
当
然
だ
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
以
降
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
、
中
国

の
海
洋
で
の
動
き
が
過
熱
的
に
報
道
さ
れ
る
な
か
で
、
仕
方
の
な
い
こ
と
と
い

う
あ
き
ら
め
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
で
は
、
国
会
で
質
疑
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
非
公
開
と
さ
れ
る
期
間
が
明

示
さ
れ
て
い
な
い
。
秘
密
と
さ
れ
る
範
囲
が
政
府
の
裁
量
で
広
げ
ら
れ
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
し
、
科
学
技
術
開
発
に
防
衛
省
、
政
府
が
大
き
く
介
入
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
指
定
の
理
由
が
情
報
公
開
さ
れ
る
可
能
性
が
低
い
。

　

秘
密
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
が
秘
密
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
本

質
的
な
問
題
が
あ
る
。
情
報
公
開
制
度
が
世
界
標
準
か
ら
み
て
恐
ろ
し
い
ほ
ど

に
貧
弱
な
日
本
は
、
公
文
書
を
廃
棄
し
た
り
、
書
き
換
え
た
り
、
ま
さ
に
歴
史

を
偽
造
す
る
行
為
が
日
々
、
時
々
刻
々
、
中
央
政
府
省
庁
、
裁
判
所
な
ど
で
横

行
し
て
い
る
。
あ
と
に
な
っ
て
、
秘
密
指
定
が
ど
う
な
さ
れ
た
か
と
い
う
議
事

録
が
検
証
さ
れ
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
。
そ
も
そ
も
議
事
録
を
と
っ
て
い
る
か

ど
う
か
も
あ
や
し
い
。
つ
ま
り
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

（
村
上
茂
樹
、
会
員
）
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◎
ト
ピ
ッ
ク
・
Ｍ
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
レ
ビ
ュ
ー
よ
り

「
老
化
」
が
「
病
気
」
と
定
義
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
国
際
保
健
機
関
）
と
い
え
ば
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
し
、

対
策
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
国
連
の
機
関
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
疾
病
及
び
関

連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
」
を
編
纂
し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
際
的
に
統
一
し

た
基
準
で
定
め
ら
れ
た
死
因
及
び
疾
病
の
分
類
で
あ
る
。
今
年
２
０
２
２
年
１

月
、
３
０
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た
（
十
一
版
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―

１
１
）
。
十
一
版
は
十

版
よ
り
も
章
が
増
え
、
分
類
項
目
数
も
約
一
万
四
０
０
０
か
ら
約
一
万
八
０
０
０

に
増
え
た
。
編
纂
の
目
的
は
、
死
因
・
病
因
を
分
類
し
、
そ
れ
を
も
と
に
統
計

デ
ー
タ
を
体
系
的
に
記
録
し
て
分
析
し
、
統
一
的
な
診
断
概
念
、
診
断
基
準
を
提

供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
２
０
１
８
年
に
十
一
版
が
公
表
さ
れ
、
１
９
年
世
界
保
健

総
会
で
採
択
さ
れ
て
、
加
盟
国
内
で
の
調
整
を
へ
て
２
２
年
１
月
に
発
効
し
た
。

＊

　

Ｍ
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
レ
ビ
ュ
ー
誌
十
一
月
七
日
号
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
改
訂

版
編
纂
作
業
中
は
、「
老
衰
」
の
診
断
を
、「
老
化
」
と
い
う
診
断
に
置
き
換
え
、「
老

化
」
が
正
式
な
病
気
の
一
つ
に
な
る
見
通
し
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
そ
う
な
ら

な
か
っ
た
、
と
い
う
。「
老
化
」
を
「
疾
病
」
と
す
る
よ
う
な
改
訂
は
、
賛
否
両

論
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
療
法
の
開
発
・
普
及
に
道
を
開
く
も

の
だ
と
積
極
的
に
支
持
す
る
考
え
方
と
、「
老
化
」
を
正
当
な
診
断
名
と
す
る
と
、

年
齢
差
別
を
助
長
す
る
と
危
惧
す
る
見
方
の
二
つ
が
お
も
に
対
立
し
た
。
も
し
も

年
齢
だ
け
で
病
気
と
看
做
さ
れ
る
と
、
医
師
に
よ
る
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

し
、
高
齢
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
年
齢
差
別

と
闘
う
最
善
の
方
法
は
「
老
化
」
に
取
り
組
む
こ
と
、
老
化
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

た
め
の
治
療
法
を
考
案
す
る
こ
と
だ
と
い
う
考
え
も
あ
る
。

　

し
か
し
、「
老
化
」
と
は
、
多
く
の
病
気
の
発
症
リ
ス
ク
を
助
長
す
る
生
物
学

的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
病
気
な
の
か
ど
う
か
。
老
化
は
病
気
の
原

因
で
あ
っ
て
、病
気
そ
の
も
の
で
は
な
い
。正
常
な
生
物
学
的
プ
ロ
セ
ス
を「
病
気
」

と
定
義
す
る
の
は
お
か
し
い
。
等
々
考
え
方
は
い
ろ
い
ろ
だ
。
同
じ
年
齢
の
人
の

間
で
も
、
細
胞
の
劣
化
を
観
察
す
る
と
生
物
学
的
年
齢
が
著
し
く
異
な
る
こ
と
が

あ
る
。
し
か
し
論
争
を
よ
そ
に
、
老
化
の
研
究
は
進
ん
で
い
る
。「
老
化
」
を
病

気
だ
と
す
る
考
え
方
は
、
科
学
者
か
ら
も
、
一
般
市
民
か
ら
も
、
投
資
家
か
ら
も

支
持
さ
れ
る
機
運
は
高
ま
っ
て
い
る
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
が
誕
生
し
て
い
る
。

＊

　

自
動
車
の
免
許
自
主
返
納
が
話
題
と
な
る
よ
う
に
、
老
化
を
リ
ス
ク
と
捉
え
る

傾
向
が
あ
る
。
高
血
圧
の
定
義
の
数
字
を
わ
ず
か
な
変
更
で
高
血
圧
症
の
人
が
増

え
て
、
医
療
産
業
に
巨
大
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
病
気
の
定

義
変
更
に
は
保
健
産
業
の
大
き
な
利
権
が
つ
い
て
ま
わ
る
。
専
門
家
、
学
者
は
科

学
的
装
い
を
も
っ
て
発
言
す
る
が
、
利
害
関
係
者
で
あ
る
場
合
が
多
々
あ
る
。
そ

こ
に
歪
ん
だ
制
度
が
紛
れ
込
む
可
能
性
も
あ
る
。「
老
化
」
を
病
気
と
す
る
か
否

か
は
、
次
の
改
訂
で
再
び
議
論
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
ん
に
定
義
が
科
学
的
で
あ
る

か
ど
う
か
に
と
ど
ま
ら
な
い
影
響
の
重
大
な
問
題
だ
。（
村
上
茂
樹
、
会
員
）
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◎
視
点
／
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム

学
校
給
食
が
有
機
に
な
る
と
視
点
が
変
わ
る
の
で
は

　
―
―
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

　
「
全
国
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム　

有
機
で
元
気
！
」（
主
催
：
実
行

委
員
会
）
が
１
１
月
２
６
日
に
、な
か
のZ

ER
O

（
東
京
・
中
野
）
で
開
か
れ
た
。

農
林
水
産
省
が
昨
年
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
策
定
し
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
国
内
の
約
２
５
％
の
耕
作
地
を
、
有
機
農
業
で
取
り
組
む
と
い
う
目

標
を
掲
げ
た
こ
と
で
、
有
機
農
産
物
の
出
口
と
し
て
、
学
校
給
食
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、二
十
以
上
の
市
区
町
村
長
、行
政
職
員
、

国
会
議
員
、
農
協
、
生
協
、
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
約

４
０
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　
有
機
の
タ
ネ
と
在
来
種
を
守
る
必
要

　

実
行
委
員
長
は
、
２
０
１
７
年
か
ら
市
内
の
学
校
給
食
の
米
を
１
０
０
％
有

機
米
に
し
、
有
機
野
菜
も
使
用
し
て
い
る
千
葉
県
い
す
み
市
の
太
田
洋
市
長
。

い
す
み
市
は
兵
庫
県
豊
岡
市
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
環
境
重
視
の
農
業
を
お
手

本
に
、
ま
ち
を
魅
力
的
に
し
て
い
こ
う
と
有
機
農
業
に
取
り
組
み
始
め
た
と
い

う
。

　
「
有
機
の
学
校
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
、
安
心
、
日
本
の
農
業
の
未

来
に
明
る
い
光
を
灯
し
て
く
れ
る
。
給
食
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
こ
う
」
と
力
強
く
開
会
あ
い
さ
つ
。

　

参
議
院
議
員
の
川
田
龍
平
さ
ん
（
食
の
安
全
議
員
連
盟
事
務
局
長
）
が
、
来

賓
あ
い
さ
つ
で
「
食
の
安
全
議
連
で
特
に
進
め
た
い
の
は
、
タ
ネ
の
安
全
だ
。

有
機
の
タ
ネ
と
地
域
の
在
来
種
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
地

域
か
ら
遺
伝
子
組
み
換
え
で
も
な
い
、
ゲ
ノ
ム
編
集
も
さ
れ
て
い
な
い
タ
ネ
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
命
と
未
来
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」

と
話
し
、「
国
民
の
命
と
、
地
域
の
産
業
と
し
て
の
農
業
を
守
る
た
め
に
は
、

給
食
が
カ
ギ
に
な
っ
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

地
域
の
多
様
な
つ
な
が
り
重
要

　

フ
ラ
ン
ス
や
韓
国
で
の
有
機
学
校
給
食
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
パ
ネ
ル
討
論
。

　

い
す
み
市
農
林
課
主
査
の
鮫
田
晋
さ
ん
は
、「
地
域
に
入
る
と
農
業
の
困
り

ご
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
を
知
り
、
そ
れ
を
有
機
農
業
な
ら
な
ん
と
か
で
き
る

の
で
は
と
取
り
組
ん
で
き
た
」
と
強
調
。「
学
校
給
食
が
１
０
０
％
有
機
米
に

な
っ
た
ら
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
日
本
の
有
機
農
業
を
支
え
る
消
費
者

に
な
る
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

Ｊ
Ａ
常
陸
組
合
長
の
秋
山
豊
さ
ん
は
、
子
会
社
で
有
機
野
菜
の
栽
培
を
始
め
、
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７
月
に
地
元
の
小
中
学
校
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
提
供
し
た
こ
と
を
紹
介
。
気
候
危

機
に
も
触
れ
て
「
有
機
に
舵
を
切
ら
な
い
と
、
食
料
が
生
産
で
き
な
く
な
る
。

有
機
農
業
の
栽
培
面
積
を
増
や
す
に
は
、
初
期
投
資
な
ど
へ
の
直
接
補
助
な
ど

国
の
支
援
も
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

　

学
校
給
食
地
産
地
消
食
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
元
栄
養
教
諭
の
杉
木
悦
子

さ
ん
は
、「
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
な
の
で
、（
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
な

く
）
給
食
室
が
学
校
内
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
音
や
匂
い
も
含
め
て
給
食

が
作
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大
切
。
長
野
県
の
あ
る
中
学
校
で
は
、
生
徒

が
献
立
を
作
る
。
そ
の
こ
と
で
、
作
る
側
や
世
界
の
飢
餓
に
も
想
像
力
を
働
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
と
話
し
、有
機
給
食
は
生
産
者
、調
理
員
、教
職
員
、

保
護
者
な
ど
地
域
の
多
様
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
と
指
摘
。

食
料
は
安
全
保
障

　

東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
鈴
木
宣
弘
さ
ん
が
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
を
説

明
。「
国
が
全
小
・
中
学
校
の
給
食
を
無
償
に
し
て
も
５
０
０
０
億
円
に
し
か

な
ら
な
い
。
Ｆ
３
５
を
１
４
７
機
購
入
す
る
の
に
６
・
６
兆
円
を
使
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
安
全
保
障
は
食
料
で
は
な
い
か
。
農
業
を
支
え
、
子
ど
も
を
守
る
た
め

に
は
、
餓
死
者
が
出
な
い
よ
う
に
、
戦
争
を
し
な
い
よ
う
に
国
家
戦
略
と
し
て

ト
ー
タ
ル
な
安
全
保
障
政
策
の
再
構
築
が
必
要
。
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
政
策

の
波
及
効
果
は
大
き
い
。
輸
入
に
頼
ら
ず
国
内
で
安
心
・
高
品
質
な
食
料
の
供

給
が
で
き
る
循
環
農
業
を
目
指
す
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
る
最
大
の

希
望
だ
」
と
力
説
し
た
。

多
様
な
視
点
か
ら

　

私
が
小
学
校
に
上
が
る
前
に
、
地
元
の
自
治
体
の
小
中
学
校
の
給
食
は
「
セ

ン
タ
ー
」
方
式
に
な
っ
て
い
た
。
過
疎
化
が
進
ん
で
学
校
の
統
合
や
廃
校
が
あ

り
、
給
食
も
セ
ン
タ
ー
方
式
に
し
た
方
が
効
率
が
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

頃
の
給
食
と
い
う
の
は
、「
昼
食
を
食
べ
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
以
上
の
意
味

は
持
た
さ
れ
て
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　

有
機
農
業
が
環
境
や
子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
い
い
と
い
う
の
は
当
然
だ
が
、

学
校
給
食
に
有
機
農
産
物
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
農
家
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
く
、
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
魅
力
が
あ
る
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
発
言
者
は
、
地
域
づ
く
り
、
農
業
、
環
境
、
教
育
、
安
全
保
障
、
食
、
子

ど
も
と
多
様
な
視
点
か
ら
有
機
給
食
を
語
っ
て
い
た
。
こ
の
多
様
な
視
点
、
切

り
口
が
あ
る
か
ら
、
多
く
の
人
が
自
分
の
問
題
意
識
で
関
わ
れ
る
。
そ
こ
が
、

今
有
機
学
校
給
食
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
理
由
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
学
校
給
食
は
「
子
ど
も
」
を
第
一
に
し
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
、

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
も
思
っ
た
。（
会
員
、
本
田
真
智
子
）
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◇DNA問題研究会シンポジウム◇

検証・新型コロナワクチン（仮題）
mRNA ワクチンはパンデミックの救世主か

　2019 年 12 月に中国の武漢で新型コロナウイルス感染症（Covid-19）が報告されて以来、３
年が過ぎました。世界を巻き込んだパンデミックは、同時にワクチン開発競争をもたらしました。
半年後の 2020 年 5 月には治験が始まり、英米で 12 月には緊急承認がされました。ただちに接
種が始まり、翌 21 年始めからイスラエルほか世界各国で猛スピードで接種が進められ、同時に
ワクチンを巡る争奪戦が繰り広げられました。
　日本の厚労省は 2021 年 2 月 24 日にアストラゼネカおよびファイザー社製ワクチンを緊急承
認し、その後モデルナ、ノババックス社製を追加承認しました。
　接種開始当初、mRNA をワクチンに利用するアイデアが注目され、絶大な有効性が喧伝されて、
当時の医学、免疫学ら専門家は歓喜と称賛をもって迎えましたが、いまは随分とトーンダウンし
ています。ワクチンの有効性も有効期間もわからなくなる一方で、変異し続けるウイルスに翻弄
されて、感染を抑制しないが、重症化を抑制するようだとして、４回、5 回と接種にやっきとなっ
ています。
　さらには、未だ治験を終了していないこのワクチンの接種対象を、重症化または死亡の危険性
が極めて小さい若者、小児、乳幼児にまで広げました。
　この間に日本社会では「自粛の強要」という事態が進行し、経済的困難の人が大勢生じ、分断
が進み矛盾が噴出しました。ワクチンをいくら打っても問題は解決しないけれども、それしかや
ることがないという奇妙な事態が進行しています。世界的にはマスクをはずし、通常の活動がは
じまっている一方、未だ日本では戸外でも他人の目が気になってマスクが手放せません。
　接種直後の死亡が 2000 名に迫り、副反応やワクチン後遺症が問題となっています。大手プラッ
トフォーマー「YouTube」はワクチンの問題性を指摘する動画をたちまち削除する状況が続い
ていますが、ワクチンを問う声は徐々に大きくなっています。このワクチンのもつ当初のさまざ
まの疑念が表面化してきたいまこそ、冷静な議論が必要です。皆様と一緒に考えたいと思います。

＊

■日時：	2023 年 2月 4日（土）　13時半〜 16時
■場所：飯田橋・ボランティアセンター会議室A
　　　　飯田橋駅前セントラルプラザ 10階
　　　　※リアル開催のみで、オンライン開催は行いません。
　　　　
■報告：天笠啓祐さん、世古一穂さん、村上茂樹さんほかを予定しています。
　　　　詳細は未定、HPをご覧ください。
■主催：DNA問題研究会　https://dnamondaiken.wixsite.com/mysite-3
■参加費：500円
■予約不要
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〈
事
務
局
か
ら
〉

▽
１
５
６
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
昨
２
１
年
に
続
い

て
、
今
年
も
な
ん
と
な
ん

と
！
お
か
げ
さ
ま
で
４
号

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
つ
ぎ
に

お
詫
び
で
す
。
前
号
９
月

２
２
日
に
発
行
し
た
本
誌

を
１
５
６
号
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
１
５
５
号
の

誤
り
で
し
た
。

［
９
月
２
２
発
行
］
１
５
６

号
（
誤
）
→
１
５
５
号
（
正
）

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。
な
お
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
分
は
訂
正
済
み
で
す
。

▽
ご
案
内
の
よ
う
に
２
月

に
ワ
ク
チ
ン
を
め
ぐ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
予
定

で
す
。
昨
年
の
春
、
夏
に
つ

づ
く
第
３
弾
で
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
は
じ
ま
っ
て
ほ

ぼ
２
年
が
す
ぎ
、
こ
の
間
に

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
浮
き

ぼ
り
に
し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
を
求
め
て
、
選
挙
で
選

ば
れ
た
各
国
指
導
者
ら
が
、

製
薬
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
元

に
日
参
す
る
姿
は
見
苦
し

い
も
の
で
し
た
が
、
保
健
当

局
は
彼
ら
の
言
い
な
り
、
と

く
に
小
児
へ
の
接
種
の
推

奨
に
つ
い
て
は
業
界
の
意

向
そ
の
も
の
、
大
い
に
疑
問

が
残
り
ま
す
。
川
田
龍
平
議

員
を
発
起
人
と
す
る
超
党

派
議
員
連
盟
が
発
足
し
ま

し
た
。
趣
意
書
案
に
は
「
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
『
中
長
期
的
な
安
全
性
も

分
か
っ
て
お
ら
ず
、
大
規
模

な
治
験
が
継
続
さ
れ
て
い

る
最
中
』
子
ど
も
の
感
染
に

つ
い
て
も
重
症
化
し
に
く

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
」

と
あ
り
ま
す
。
最
初
か
ら
分

か
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
直
後
に
亡

く
な
る
人
の
遺
族
へ
の
取

材
報
告
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
発

表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
▽
１
０
月
に
開
い
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
な
ぜ
い
ま

安
全
保
障
な
の
か
」
に
は
平

日
日
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

お
集
り
い
た
だ
き
、
熱
心
な

議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
き

ら
め
の
空
気
も
あ
る
安
全

保
障
と
い
う
名
の
軍
備
拡

大
の
動
き
に
た
い
し
て
、
考

え
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

〈
編
集
後
記
〉

▽
昨
年
の
今
は
、
印
刷
・
発

送
の
作
業
に
集
っ
た
仲
間

数
名
で
一
年
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
さ
さ
や
か
な
会
を
居

酒
屋
で
開
き
ま
し
た
。
他

に
お
客
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
な
か
、
私
た
ち
の
テ
ー

ブ
ル
に
若
い
マ
ジ
シ
ャ
ン

が
一
人
や
っ
て
き
て
、
見

事
な
カ
ー
ド
手
品
を
い
く

つ
も
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ほ
ど
関
連
イ
ベ

ン
ト
が
消
え
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
今
年
の
春

も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
延

期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
３
年
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

年
末
年
始
に
は
感
染
者
が

増
え
ま
す
が
、
毒
性
は
い
っ

そ
う
小
さ
く
な
っ
て
い
る

の
で
狼
狽
え
る
こ
と
な
く

落
ち
着
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
▽
今
年
は
戦
争
が
い
っ

そ
う
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
停

戦
が
ま
っ
た
く
見
え
な
く

な
り
ま
し
た
▽
な
に
も
か

も
の
物
価
高
騰
で
暮
ら
し

が
追
い
つ
め
ら
れ
、
統
一
教

会
被
害
者
の
救
済
法
案
が

骨
抜
き
の
ま
ま
ま
も
な
く

衆
院
で
通
過
し
そ
う
で
す
。

与
党
の
な
か
に
よ
ほ
ど
教

会
が
浸
透
し
て
い
る
の
か
、

こ
ん
な
な
か
防
衛
予
算
が

４
７
兆
円
で
、
そ
の
た
め
に

増
税
だ
と
い
う
の
で
す
。
原

発
の
定
年
を
撤
廃
し
、
保
育

ほ
か
虐
待
発
覚
が
相
次
ぎ
、

い
よ
い
よ
、
皆
様
よ
い
お

年
を
な
ど
と
気
楽
な
こ
と

を
い
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
む
）

カンパのお願い
当会では常時ご寄付をお受けしております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

振替口座　名義：ディーエヌエーモンダイケンキュウカイ
口座番号 ： 00140-8-605520

他機関から送金いただく場合
１　金融機関 ： ゆうちょ銀行
２　金融機関コード ： 9900
３　店番（支店コード） ： 019
４　預金種目 ： 当座
５　店名（支店名） ： 〇一九（漢数字）
６　口座番号 ： 0605520
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